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会報発行を祝して 
県経営協 会長 中沢 丈一 

 
 「群馬県青年経営者会通信」の創刊おめでとうございます。 
 地方分権改革や規制・制度改革をはじめとする諸改革が一層進行するなか、社会福祉法人の経営

環境は大きく変化しようとしています。 
 今こそ、社会福祉法人制度創設時の使命を再確認し、公益的な取り組みを一層推進するとともに、

社会福祉法人の経営や事業を地域にオープンにして、地域から信頼される社会福祉法人とならなけ

ればなりません。 
 この会報が、次世代の福祉を担う皆さんの情報交換・交流の場、更には、制度政策への提言の場

となることを期待しています。 

会設立によせて・・・ ついに設立！ 
群馬県青年経営者会 会長 山田 雅人 

 群馬県の青年経営者会、やっとやっと設立できました。全国４７都道府県の中ではなんと４０番

目、関東甲信越静ブロックでは最後となってしまいました。 
 私が全国青年経営者会の活動に参加し、県組織が他県にはあるのに群馬にはまだないことを知り、

群馬の県組織の立ち上げの必要性について県社協に呼びかけたのは、ちょうど今から４年前の平成

１８年１２月でした。 
 しかし、待っているだけではなかなか事は運びませんでした。そこで、誰かが具体的に動いてい

かなければと思い、一昨年の平成２０年１２月から、県社協の会長や親会である県経営協の会長や

常務理事へ根回し調整や要望書の提出などを行い、県青年経営者会の必要性を訴えながら準備を進

めてきました。この立ち上げには、全社協や全国青年経営者会のご支援・ご協力があったとともに、

特に県社協の宮下会長や事務局担当者のおかげ様により設立にこぎつけました。関係者の皆様にあ

らためて深く感謝します。 
 今後、社会福祉を取り巻く情勢の変化から、法人・施設の経営者の役割がますます重要となり、

その経営能力や資質が問われてきます。次代を担う青年経営者（幹部候補含む）のパワーアップは

極めて重要といえるでしょう。 
 当会の活動への主体的な参加により、お互いに大いに学び、交流し、そして、切磋琢磨し連携す

ることで、群馬の福祉をさらに良くしていきたいと思います。  



 

全国青年経営者会の動き 

 全国青年経営者会では、親会である全国経営協事

業に参画し、社会・地域貢献事業を推奨し、その他

組織強化事業、研修企画事業、広報事業、調査事業

等を実施しています。 

 これからの社会福祉経営を担う次代の青年経営者

として共に学び、交流し、今後の社会福祉を提言し

ていけるように共に成長していければと思っており

ます。 

群馬県青年経営者会の入会だけでなく、よろしけ

れば全国青年経営者会の入会もご検討いただければ

有難く思います。 

 お問い合わせは、県社協（事務局）まで。 

 

全国青年経営者会のＨＰhttp://zenkoku-skk.ne.jp

植竹会 島田 幸治

〈事務局連絡先〉 

 

群馬県青年経営者会 

〒371-8525 

前橋市新前橋町 13-12 

群馬県社会福祉総合センター内 

社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会 

  施設福祉課 

 ＴＥＬ 027-255-6034 

 ＦＡＸ 027-255-6173 

発行日 平成 22 年 12 月 17 日 

あとがき 

 

 念願であった群馬県青年経営者会が産声を上げました。５

１歳以下の次代を担うメンバーが、種別を超えて交流し、学

ぶ良い機会となっています。組織としては、まだまだ未熟で

小さく弱い集まりですが、皆さんと連携をとりながら成長し

ていければと思っています。 

 より良い紙面づくりを目指し、より多くの方々に PR して

いきたいと思います。是非、お知り合いの方々にお声をかけ

て頂き、群馬県青年経営者会を盛り上げていきましょう。 

恵の園 福田 政彦

第１回勉強会報告 
講演 中央総合学院グループ 理事長 中島 利郎先生 

 「人材育成と経営について」 当日出席者３５名（会員１９名 非会員１６名）
  

経営者の使命は、経営を維持することである。社会、職員やその家族の生活を背負

っているという責任感が必要である。経営にはビジョンが必要であるし、常に将来構想

を描く必要がある。現状維持でよいという考え方では、未来は開けてこない。明確なビ

ジョンがあれば、職員も目標を持って働くことができる。経営資源とは、人、物、金、情

報であり、これらをタイムリーに利用しなければならない。特に情報は最大の経営資源

であり、自分の足で探し常に社会・業界などにアンテナを張っていなければならない。

経営者としての引き際は、スタッフの意見が分からなくなったときが引退の時期である

とのことでした。 

 予定していた時間をオーバーしておりましたが、参加者からは積極的な質問も見ら

れ、経営に対する意識の高さが感じられ、先生からのアドバイスを一生懸命メモする姿

が見られました。                               邑友会 南川基治

 

現在の会員数（Ｈ22.12.1 現在） 

 ・群馬県青年経営者会  会員数 37 名 

 ・全国青年経営者会への入会者数 14 名 

http://zenkoku-skk.ne.jp/
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